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新年あけましておめでとうございます。 

昨年中は、聴覚障害者情報提供施設事業をご利用いただき、ありがとうございます。 

意思疎通支援事業や聴覚障害者相談事業等の既存の事業はもちろん、新規事業を含めた全事業につき、

サービス向上を目指し実施状況の確認・改善に努めました。新規事業のうち遠隔手話通訳については、職

員が全区を巡回し、区職員のご意見を直接お聞きする等の対応もおこないました。 

本年、事業団は創立３０周年、情報提供施設を含む障害者スポーツ文化センター横浜ラポールは２５周

年を迎えました。今後１０年余は大幅な職員の入れ替わり時期となり、情報提供施設も状況は同じです。

これまでベテラン職員が担ってきた業務やそのスキルを、後進の職員に引継いでいく育成の視点を持ち、

組織全体としての力量を維持するとともに、新たな課題にも取り組んでいかなければなりません。 

これからもあらゆる局面で関係団体及び横浜市と連携し、役割を果たせるよう努力してまいります。情

報提供施設の事業につきお気づきのことがありましたら、いつでも遠慮なくお知らせください。 

みなさんにとって良い一年となりますよう。今年もどうぞよろしくお願いいたします。 

施設長 竹内 恵子 

 

【実施報告】 

社会福祉法人横浜市リハビリテーション事業団 

創立３０周年記念～ありがとうを未来へつなぐ集い～ 
１１月２５日（土）、事業団創立３０周年を記念し標記集いを

開催し、関係機関・団体から来賓約３００人の出席がありました。

情報提供施設関係では、横聴協、浜難聴、手話通訳者協会、要約筆

記者協会の各団体代表、市立ろう特別支援学校長、県聴覚障害者総

合福祉協会理事にご臨席いただきました。当日は式典の後、成田真

由美さん（東京オリンピック・パラリンピック競技大会組織委員会

理事・パラリンピック水泳競技金メダリスト）の記念講演、「心魂

プロジェクト」の圧巻のパフォーマンス、最後は事業団若手職員に

よる未来への宣言で、盛況のうちに幕を閉じました。 

 

ラポール利用者１０００万人達成！ 
ラポールは、この１１月７日（火）、全館利用者累計１０００万人を達成しました。当日は簡単なセレモ

ニーを行い、１０００万人目の来場者には、記念のフォトフレームとポロシャツを贈呈しました。 
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【参加報告】 

全国障害者スポーツ大会 
１０月２８日（土）～３０日（月）の３日間にわたり、第１７回全国障害者スポーツ大会「２０１７愛

顔（えがお）つなぐえひめ大会」が「君は風 いしづちを駆け 瀬戸に舞え」をスローガンに、愛媛県内

の各地で開催されました。横浜市からは選手４４人、役員３２人の計７６人が横浜市選手団として派遣さ

れました。うち聴覚障害の選手は陸上４人、フライングディスク２人でした。当施設の職員１人も役員に

加わり、今年も主に陸上の選手たちに同行し、コミュニケーション支援等にあたりました。 

大会期間中、台風が直撃し、雨風強くコンディションの悪い日もありました

が、市選手団の競技成績は金メダル３３個、銀メダル１８個、銅メダル１１個

の計６２個のメダルを獲得しました。メダル獲得率は全６７チーム（４７都道

府県＋２０政令指定都市）のうち２位、金メダル獲得率も２位という好成績で、

聴覚障害の選手も大活躍でした。現地の実施本部員やサポートボランティアの

方々のサポートを受けながら、各競技に参加し、日ごろの練習の成果を十分に

発揮することができました。来年は福井県で開催されます。選手の皆さんが次

の目標に向かって更に活躍されることを期待しています。 

【参加報告】 

平成２９年度 聴覚障害者向け 

ソフト制作担当職員研修会 
１１月８日（水）～１０日（金）の３日間、岡山県岡山市のきらめきプラザ４階にある岡山県聴覚障害

者センターにて全聴情協主催の標記研修が開催され、全国３２施設と１団体から３８人が参加しました。

当施設からは１人参加しました。1日目は「電話リレーサービスの動向」「遠隔手話通訳サービス～熊本の

取り組み～」、障害者放送通信機構から平成２９年９月に発売された機器「アイドラゴン４」について説明

がありました。 

２日目の前半は、「岡山の映像制作の取り組み」の報告、後半は基礎コース

と応用コースに分かれて開催され、参加した基礎コースでは制作経験の浅い参

加者に、映像編集機器の使い方の説明がありました。３日目は５グループに分

かれ、「ＩＣＴを活用した情報支援について」とのテーマで、電話リレーサー

ビス・遠隔手話通訳・映像制作などについて情報・意見交換を行いました。今

回の研修で学んだことを今後の業務に生かしていきたいと思います。 

【実施報告】 

聞こえと補聴器の講座 
１１月１７日（金）、横浜市障害者社会参加推進センター、横浜市中途失聴・難聴者協会、横浜市健康福

祉局主催の講座「聞こえと補聴器」にて「聞こえの相談事業」をテーマに講師を担当しました。主に聴覚

障害者情報提供施設の役割について、要約筆記者派遣制度と聞こえの相談事業を中心にお話しをしまし

た。要約筆記者派遣制度については、制度そのものは認知されていても、実際の利用にはなかなかつなが

らない課題もあり、さまざまな場面で利用が可能なことをお話しました。また、「聞こえの相談事業」につ

いては、リハビリテーションセンターの和泉言語聴覚士からも対応事例の発表がありました。参加者から

熱心な質問が多く寄せられ、関心の高さが感じられました。

【研修の様子】 

【競技の様子】 
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【実施報告】 

        手話通訳者専門研修 
今年度第２回目の手話通訳者専門研修は、１０月１６日（月）、「司法場面に

おける手話通訳者の心構え」と題して田門浩弁護士をお招きして実施しまし

た。刑事・民事裁判の流れ、その過程における手話通訳者としての留意事項に

ついて、通訳者が陥りやすい場面を例に挙げて、わかりやすくお話しいただき

ました。手話表現や日本語への翻訳について、ヒントやアドバイスをいただ

き、有意義な研修となりました。 

第３回目は１１月１３日（月）、手話から日本語への翻訳技術を中心に、手

話通訳技術について、国立リハビリテーションセンター学院の宮澤典子教官に

講義と演習をお願いしました。通訳現場において、通訳者として最も重要で基

本的なことである、発信者の意図をきちんと理解し、受け手にわかるように伝

えること。頭でわかっていても様々な対象者にわかるように伝えることの難し

さを実感し、時には初心にかえって学習する大切さがわかった研修でした。

【実施報告】 

普及・啓発事業の取り組み 
この１０月～１１月まで、普及・啓発事業のひとつとして、以下の対応を行いました。 

【区職員向け研修会】南区では１０月１１日（水）、２５日（水）の計２回、旭区では１１月８日（水）、

２２日（水）の計２回、区職員向け研修会を行いました。１日目は「聴覚障害者への具体的対応」をテ

ーマに、聴覚障害に関する基礎知識をお話しした後、具体的な対応方法についてパワーポイントや映

像、また参加者同士のペアワーク等を組み入れながら進めました。２日目は当事者をゲストに迎え、区

役所での実体験談や区職員に対して希望することなど話していただきました。さらに聴覚障害者との面

談を行う場面を想定したロールプレイをしっかり行うことで、区職員としての心構えができたように思

います。 

【職場体験「聴覚障害者へのサービス」】１１月７日（火）樽町中学校の生徒４人、１１月１０日（金）中

川中学校の生徒９人が、職場体験「聴覚障害者へのサービス」について学ぶため来所されました。当施

設事業の説明後、聴覚障害者の現状について話をしました。それぞれ自己紹介ができるように簡単な手

話を覚えた後、施設見学を行いました。特に映像制作室のカメラの前で覚えたばかりの手話を使って表

現し楽しそうでした。職業体験を通して聴覚障害についての理解が深まり、将来は手話通訳・要約筆記

通訳関係の職業に興味をもってもらえばと思います。 

【浜の会茶話会】神奈川ろうヘルパー連絡会かもめの会「浜の会」主催の第４回茶話会が１０月１６日

（月）に西区福祉保健活動拠点フクシアにて行われ当施設職員が参加しました。当施設より新しい施設

紹介リーフレットの使い方を説明し、参加者と交流を楽しみました。 

【浜の会ミニデイサービス】神奈川ろうヘルパー連絡会かもめの会「浜の会」主催の第４回浜の会ミニデ

イサービスが１１月１２日（日）に城郷小机地域ケアプラザにて行われ、当施設職員が参加しました。

１０月１６日に行われた茶話会と同様に新リーフレットの使い方の説明他、横浜市高齢者インフルエン

ザワクチン接種について説明と質疑応答を行いました。 

以上のように、今後も聴覚障害者が安心して暮らせるまちづくりの一助となるよう、関係団体と連携し

ながら、啓発事業の実施に積極的に取り組んでまいります。  

【第３回研修】 

【第２回研修】 



横浜ラポール聴覚障害者情報提供施設だより ≪横浜ウェーブ≫ 平成 29年 12月 28日発行 

 

■聴覚障害者の相談 

22 日 区職員研修（旭区 2/2） 

22 日 遠隔手話通訳状況確認（磯子、金沢、港南） 

22 日 手話試験委員会（横聴協） 

25 日 事業団 30 周年記念式典 

25 日 手話課題別研修 

27 日 衛生委員会 

29 日 財政局研修対応 

１２月 

１日 手話登録試験前日準備（横聴協） 

２日 手話登録試験（〃） 

４日 手話養成講師研修会（横聴協） 

５日 手話 3年次研修 

６日 要約筆記者研修 

７日 福祉局業務監察 

７日 区職員研修（港北区 1/2） 

８日 主管課定例会（11 月分） 

１１月 

１日 要約筆記者研修 

１日 手話試験対策（横聴協） 

２日 遠隔手話通訳状況確認（中・西・南） 

７日 職場体験（樽町中学校） 

８日 区職員研修（旭区 1/2） 

９日 職場体験（樽町中学校） 

11 日 手話課題別研修 

12 日 浜の会茶話会 

13 日 手話専門研修 

14 日 電気点検日 

14 日 遠隔手話通訳状況確認（鶴見・神奈川・港北）

15 日 要筆試験委員会（浜難聴） 

16 日 手話運営委員会（横聴協） 

17 日 「聞こえと補聴器」講座講師対応 

19 日 県ろう者大会来賓登壇（戸塚公会堂） 

21 日 要筆現任研講師反省会 

     横浜ラポール字幕付き映画会を開催します 
 

毎年開催している字幕付き映画会を今年も開催します。聴覚に障害のある

方も、気軽に楽しめる映画会です。パソコンによる字幕を、液晶プロジェク

ターにより投影します。詳細は、「月刊ラポラポ」、ラポールホームページで

確認してください。 

内容：現在企画中 

日時：平成３０年３月３日（土）１４時開始予定 

会場：ラポールシアター 

定員：３００人 

入場料は無料。どなたでもご鑑賞いただけます。 

申込・お問い合わせ：横浜ラポール文化担当字幕付き映画会係ＦＡＸ：０４５－４７５－２０５３ 

 

 

 

■通訳者の派遣・紹介人数 

 

 容 手話通訳 要約筆記 合 計 昨年同月 相談事業 実件数 対応数 

医療・保健 ３，４７０ １４３ ３，６１３ ３，６０４ 医 療 ６２ １４５ 

司 法 ７９ ６ ８５ ４３ 職 業 １４ １７ 

教育・保育 ４５８ ５１ ５０９ ６０１ 教 育 ０ ０ 

労働・雇用 ４６７ ５８ ５２５ ６１０ 住 宅 １０ １１ 

社会生活 ８７２ ７９ ９５１ ８１２ 生 活 １５２ ２３９ 

自己啓発 １４２ ７５ ２１７ ２１７ 福 祉 ９７ ２０３ 

福祉推進 ７５１ ９６６ １，７１７ １，７２０ 法 律 １６ ４１ 

相談員 ０ ０ ０ ３ 聞こえ ２０ ２５ 

他都市 １３０ ２０ １５０     合 計 ３７１ ６８１ 

合 計 ６，３６９ １，３９８ ７，７６７ ７，６１０ 昨年同月 ３７２ ６０１ 

昨年同月 ６，２３３ １，３７７ ７，６１０     

■通訳者の現任研修 ■映像・字幕制作 

手 話 回 数 ２９ 参加人数 ８５５ 
自主制作作品数 ３６ 

要約筆記 回 数 ２３ 参加人数 ４２４ 
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（１１月末までの累計） 

８日 手話登録試験関係説明会 

９・10 日 手話登録試験関係会議 

11 日 ラポール運営委員会 

11 日 浜の会茶話会 

11 日 非常勤手話通訳者会議 

13 日 手話登録試験関係会議 

13 日 主管課打合せ 

18 日 スポーツ課打合せ 

19 日 手話養成運営委員会（横聴協） 

20 日 要約試験委員会（浜難聴） 

21 日 区職員研修（港北区 2/2） 

26 日 事業団研究発表会 

27 日 主管局定例会 

28 日 仕事納め 

28～1/4 ラポール休館 

29～1/3 情提休業 

 

【昨年の映画会】 


